


2012年 大山町



デング熱







マツノザイセンチュウ（松の材線虫）

マツノマダラカミキリの体の中に入った線虫が幹や太い枝と食害、枯らす。

原因の一つとして、地球温暖化よるものともみられている。

本来、森の中の松は、その葉が落ち、堆積することで土壌を豊かにしてくれる。
土壌が改良されることで森の中でも育つ木々が増えていき、生態系を豊かにする。

富山県にも発生している樹木の病気



大切な木を守る



マツの葉が変色し、やがて枯れ落ちる



病気の広がりを抑えるため、
殺菌剤を年に数回散布してます



葉が変色し、落葉して葉量が減少 新芽が出てくる





樹

木

治

療

害虫や老齢により病気になった樹木の治療をし、
樹木本来の樹形、生育を促すことを目的とする。





県内の桜の調査
枯れ枝

枯れ枝

樹木医会の活動



松川の桜の樹木治療
樹木医会の活動



県市町村国からの依頼調査
樹木医会の活動



大切な木を守る















平成１８年７月



平成20年７月



枯れ枝の撤去
平成29年1月



枯
れ
枝

平成29年1月
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何
が
原
因
で
衰
弱
し
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50cm~100cm程度の盛り土
在来の根は枯損している



.•

健
全
な
根
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.

14年程度の間に二段根が発達した
（飯田造園）

当初盛り土の取り除きで考えていた

↓
二段根を生かす方法に変更した




